
　
鏡
野
町
で
は
、
毎
年
度
、
最
重
点
施
策
及
び
重
点
施
策
を
設
定
し
、
各
種
事
業
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
最
重
点
施
策
・
重
点
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ⅰ
．【
最
重
点
施
策
】

　「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
引
続
き
最
重
点
施
策
と
し
、
重
点
投
資
に
よ

り
成
果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
令
和
３
年
度
実
績
39
・
8
％
で
あ
り
、
第
２
次
総

合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
の
目
標
値
（
令
和
７
年
度
53
・
0
％
）
に
向
け
て
改
善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
た
め
、健
診
の
受
診
環
境
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、施
策
間
で
連
携
し
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
意
識
の
高
揚
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

①
検
（
健
）
診
の
受
診
率
の
向
上

⇒
健
康
が
維
持
さ
れ
、
医
療
費
の
今
後
の
公
費
負
担
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
、
各
種

検
（
健
）
診
に
お
い
て
町
民
が
理
解
で
き
る
表
現
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、
ナ
ッ
ジ
（
行
動
科
学
）
を

活
用
し
た
受
診
勧
奨
を
行
う
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
で
自
発
的
な
受
診
に
つ
な
げ
ま
す
。

⇒
特
定
健
診
の
未
受
診
者
に
つ
い
て
、
受
診
し
な
い
理
由
を
調
査
し
、
今
後
の
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

②
医
療
・
保
健
・
介
護
予
防
一
体
化
の
推
進

⇒
特
定
健
診
か
ら
医
療
機
関
の
受
診
に
切
れ
目
な
く
つ
な
が
る
体
制
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護
予

防
の
事
業
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
保
健
事
業
の
効
果
的
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

③
施
策
間
の
連
携

⇒
健
康
づ
く
り
は
他
施
策
と
の
連
携
に
よ
り
更
な
る
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」
等
、
他
施
策
の
動
き
を
注
視
し
、
連
携
可
能
な
事
業
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

　「
防
災
対
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
引
続
き
最
重
点
施
策
と
し
、
重
点
投
資
に
よ
り

成
果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
近
年
自
然
災
害
が
多
様
化
・
激
甚
化
す
る
中
、
日
頃
か
ら
防
災
の
備
え
を
し
て

い
る
町
民
の
割
合
は
令
和
３
年
度
実
績
44
・
4
％
で
あ
り
、
第
２
次
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
の
目
標

値
（
令
和
７
年
度
70
・
0
％
）
に
向
け
て
大
き
く
改
善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
共
助
の
中
心
的
役
割
を
果
た

す
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
等
へ
支
援
を
充
実
し
、
町
民
や
地
域
の
防
災
・
減
災
意
識
の
高
揚
を
促
進
し
ま

す
。

①
防
災
体
制
の
強
化

⇒
平
時
か
ら
地
域
に
お
け
る
災
害
リ
ス
ク
や
避
難
行
動
を
理
解
し
、
災
害
時
に
防
災
情
報
を
主
体
的
に
入

手
で
き
る
よ
う
、
意
識
改
革
を
図
り
ま
す
。

⇒
災
害
時
に
支
援
を
要
す
る
方
々
の
意
見
を
取
入
れ
た
避
難
所
運
営
、
備
蓄
品
調
達
に
取
組
み
ま
す
。

②
自
主
防
災
組
織
の
組
織
拡
大
・
強
化

⇒
未
組
織
の
地
域
に
あ
っ
て
は
組
織
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
等
に
よ
り
組
織
化
が
難
し
い
地

域
へ
の
対
策
を
研
究
し
ま
す
。

⇒
出
前
講
座
、
防
災
訓
練
の
支
援
を
行
い
、
住
民
の
方
々
と
と
も
に
意
識
の
強
化
を
図
り
ま
す
。 

③
防
災
意
識
の
醸
成

⇒
日
頃
か
ら
防
災
へ
の
備
え
を
行
う
住
民
の
方
を
増
や
す
た
め
、
自
治
会
等
の
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
防
災
を
テ
ー
マ
に
取
上
げ
て
も
ら
う
よ
う
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

⇒
防
災
イ
ベ
ン
ト
や
防
災
講
座
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
他
施
策
の
事
業
と
連
携
し
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。 

⇒
各
地
域
が
防
災
の
知
識
を
持
て
る
よ
う
、防
災
士
の
資
格
を
持
つ
住
民
の
方
を
増
や
す
取
組
を
行
い
ま
す
。

　「
循
環
型
社
会
の
形
成
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
は
最
重
点
施
策
と
し
、
重
点
投
資
に
よ
り
成
果
向

上
を
目
指
し
ま
す
。
１
人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量（
年
間
）は
、令
和
３
年
度
実
績
２
７
５・９
kg
で
あ
り
、

第
２
次
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
の
目
標
値
（
令
和
７
年
度
２
１
０
kg
）
に
向
け
て
大
き
く
改
善
の
余

地
が
あ
り
ま
す
。
近
隣
市
町
や
県
平
均
と
比
較
し
て
も
多
い
水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鏡
野
町
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
ご
み
の
発
生
抑
制
、
再
資
源
化
等
に
取
組
む
と
と
も
に
、
ご
み
の
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
組
む
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

①
ご
み
発
生
抑
制
の
推
進

⇒
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
費
助
成
金
の
周
知
を
図
り
、
生
ご
み
の
減
量
を
目
指
し
ま
す
。

⇒
数
か
月
、
あ
る
い
は
半
年
な
ど
、
定
期
的
に
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
必
要
に
応
じ
て
告
知
放
送
等
の
活
用

に
よ
り
住
民
の
方
に
減
量
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

⇒
ご
み
排
出
関
係
の
経
費
や
リ
サ
イ
ク
ル
組
織
の
引
受
け
量
の
公
表
等
、
住
民
の
方
に
対
し
、
見
え
る
化

を
促
進
し
ま
す
。

②
再
資
源
化
の
推
進

⇒
住
民
の
方
や
事
業
者
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、
分
別
収
集
の
支
援
や
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い

仕
組
み
づ
く
り
に
取
組
み
ま
す
。

⇒
町
内
に
リ
ユ
ー
ス
事
業
が
な
い
こ
と
か
ら
、
町
の
新
規
事
業
も
含
め
、
事
業
化
に
向
け
た
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

Ⅱ
．【
重
点
施
策
】

　「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
は
重
点
施
策
と
し
、
成
果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

第
２
次
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
に
掲
げ
る
各
指
標
は
い
ず
れ
も
概
ね
目
標
ど
お
り
に
推
移
し
て
お

り
、更
に
上
の
成
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、設
置
済
の
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、

妊
娠
初
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
相
談
・
支
援
す
る
体
制
の
更
な
る
強
化
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
は
地
域
の
中
で
育
つ
と
い
う
見
方
を
大
切
に
し
、
地
域
で
子
ど
も
を
支
え
る
意
識
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

①
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

⇒
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
受
け
皿
と

な
る
新
た
な
拠
点
の
整
備
に
取
組
み
ま
す
。

②
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
制
度
の
充
実

⇒
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
制
度
は
、
転
入
す
る
子
育
て
世
代
か
ら
鏡
野
町
を
選
ん
で
も
ら
う
指
標
の

１
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
他
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し
、
過
不
足
な
く
各
種
制
度
を

整
備
し
ま
す
。

③
園
児
を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
環
境
の
継
続

⇒
保
護
者
が
子
ど
も
を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
よ
う
、
園
及
び
保
育
士
と
の
連
携
を
密
に
し
、
引
続
き
良

質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　「
農
業
の
振
興
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
は
重
点
施
策
と
し
、
成
果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
第
２
次

総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
に
掲
げ
る
各
指
標
の
令
和
３
年
度
実
績
は
い
ず
れ
も
目
標
達
成
に
至
っ
て
お

ら
ず
、成
果
の
向
上
余
地
が
あ
り
ま
す
。
農
業
従
事
者
の
減
少・高
齢
化
、有
害
鳥
獣
被
害
の
増
加
に
よ
り
、

農
業
生
産
力
の
低
下
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
、
魅
力
あ
る

農
業
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

①
鏡
野
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
事
業
の
推
進 

⇒
鏡
野
町
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
推
進
の
た
め
、
関
係
各
所
と
の
連
携
を
積
極
的
に
行

い
ま
す
。

②
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成

⇒
各
関
係
団
体
連
携
の
も
と
、
農
家
情
報
の
収
集
、
戸
別
訪
問
等
を
行
い
、
青
年
就
農
者
の
み
な
ら
ず
定

年
退
職
後
の
新
規
就
農
者
の
掘
起
こ
し
と
、
認
定
農
業
者
の
確
保
、
育
成
を
図
り
ま
す
。

⇒
専
業
化
し
た
担
い
手
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
専
業
化
の
満
足
度
を
測
定
す
る
と
と
も

に
、
抱
え
る
課
題
を
収
集
し
、
今
後
の
新
規
就
農
者
の
増
加
に
つ
な
げ
る
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

③
農
業
の
高
付
加
価
値
化
と
耕
作
放
棄
地
の
増
加
防
止

⇒
農
閑
期
に
お
け
る
野
菜
・
果
樹
の
生
産
等
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
の
促
進
や
、
農
地
中
間
管
理
制
度
の

対
象
と
な
ら
な
い
農
地
へ
の
対
策
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
防
ぎ
ま
す
。

④
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組
の
推
進 

⇒
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
最
新
技
術
活
用
に
向
け
た
取
組
を
研
究
し
、
農
業
生
産
力
の
向
上
、
有
害
鳥
獣
被
害
の
軽

減
に
つ
な
げ
ま
す
。

　「
観
光
の
振
興
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
は
重
点
施
策
と
し
、
成
果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
第
２
次

総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
に
掲
げ
る
各
指
標
の
令
和
３
年
度
実
績
は
い
ず
れ
も
目
標
達
成
に
至
っ
て
お

ら
ず
、
成
果
の
向
上
余
地
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
直
接
受
け
る
施
策
で
あ
り
、
外
的
要
因
が
成

果
を
左
右
す
る
側
面
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
は
観
光
客
の
取
込
み
を
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
見
据
え
た
新
し
い
観
光
戦
略
に
取
組
み
ま
す
。

①
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
の
設
立
に
向
け
た
推
進
体
制
の
構
築 

⇒
鏡
野
町
観
光
協
会
と
健
康
の
町
か
が
み
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
本
部
を
中
心
と
し
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に
向
け

て
重
点
的
に
取
組
み
ま
す
。 

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
…
観
光
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を
実
践
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
法
人
の
こ
と
。

②
鏡
野
町
北
部
地
域
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
観
光
消
費
額
拡
大
の
推
進

⇒
戦
略
的
な
商
品
開
発
等
に
よ
り
北
部
地
域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
消
費
額
拡
大
に
取
組
み

ま
す
。 

③
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
観
光
需
要
の
分
析 

⇒
観
光
客
の
需
要
の
変
化
・
観
光
を
取
巻
く
環
境
の
変
化
を
常
に
意
識
し
、
社
会
情
勢
に
合
っ
た
施
策
展

開
に
努
め
ま
す
。

④
住
民
の
方
に
目
を
向
け
た
Ｐ
Ｒ
の
推
進

⇒
住
民
の
方
が
自
ら
周
囲
に
自
信
を
持
っ
て
鏡
野
町
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、
住
民
の
方
に
対
し
て
も
鏡
野

町
の
観
光
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　「
学
校
教
育
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、令
和
５
年
度
は
重
点
施
策
と
し
、成
果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

第
２
次
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
に
掲
げ
る
「
学
校
生
活
が
充
実
し
て
い
る
と
答
え
る
児
童
・

生
徒
の
割
合
」
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
養
う
教
育

の
実
現
に
向
け
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
取
れ
た
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
従
来
の
取
組
の
成

果
で
あ
る
落
ち
着
い
た
学
習
環
境
を
基
盤
に
、
学
力
の
向
上
に
取
組
み
ま
す
。

①
教
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

⇒
児
童・生
徒
が
自
分
を
表
現
し
、対
話
す
る
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、教
員
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
等
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

②
学
力
の
向
上

⇒
鏡
野
町
教
育
研
修
会
の
各
研
修
部
会
、
各
学
校
の
校
内
研
修
等
の
充
実
に
よ
り
教
員
の
指
導
力
向
上
と

授
業
改
善
を
図
り
、
学
力
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

⇒
学
力
向
上
推
進
委
員
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
委
員
会
の
体
制
や
手
法
等
に
つ
い
て
適
宜
見
直
し
な

が
ら
取
組
み
ま
す
。

⇒
全
国
及
び
岡
山
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
の
分
析
を
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
課
題
を
整
理
し
、
対

策
を
講
じ
ま
す
。

③
教
育
環
境
の
向
上

⇒
家
庭
の
教
育
力
向
上
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
学
習
の
時
間
を
伸
ば
す
取
組
を
推
進
し
ま
す
。 

⇒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
教
育
力
を
活
か
し
た

学
校
運
営
を
促
進
し
ま
す
。

⇒
※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
部

分
は
他
市
町
村
の
取
組
等
も
参
考
に
対
策
を
講
じ
る
な
ど
、
現
状
分
析
と
課
題
解
決
を
適
切
に
行
い
、

児
童
・
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
を
高
め
ま
す
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
…
１
人
１
台
端
末
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る

文
部
科
学
省
の
取
組
み
の
こ
と
。

　「
定
住
化
の
促
進
」に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
度
か
ら
引
続
き
重
点
施
策
と
し
、成
果
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

第
２
次
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
に
掲
げ
る
各
指
標
は
目
標
値
ど
お
り
で
推
移
し
て
お
り
、
令
和
３
年

に
は
県
内
で
も
数
少
な
い
社
会
増
と
な
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、
関
係
課
と
連

携
し
て
移
住
者
と
定
住
者
の
双
方
に
配
慮
し
た
施
策
展
開
を
行
い
ま
す
。
移
住
・
定
住
に
は
あ
ら
ゆ
る
要
素

が
関
わ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
住
み
心
地
の
よ
い
町
」
を
意
識
し
、
生
活
環
境
の
整
備
に
重
点
を
置
い
た
取
組

を
推
進
し
ま
す
。

①
町
の
知
名
度
向
上
及
び
情
報
発
信

⇒
町
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
す
る
た
め
、
町
外
の
移
住
相
談
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

⇒
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
魅
力
を
町
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
鏡
野
町
の
見
え
る
化

を
図
り
ま
す
。

②
移
住
・
定
住
希
望
者
へ
の
支
援
の
充
実

⇒
空
き
家
の
積
極
的
な
掘
起
こ
し
を
行
い
、
移
住
・
定
住
希
望
者
の
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
近
づ
け
ま
す
。 

⇒
在
住
者
の
転
出
抑
制
と
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｊ
タ
ー
ン
に
よ
る
転
入
増
加
を
図
る
た
め
、
定
住
自

立
圏
構
成
市
町
と
連
携
し
て
、
新
規
学
卒
者
等
に
対
す
る
地
域
企
業
就
職
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
定
住
自
立
圏
構
成
市
町
…
津
山
圏
域
定
住
自
立
圏
と
し
て
津
山
市
・
鏡
野
町
・
勝
央
町
・
奈
義
町
・
久

米
南
町
・
美
咲
町
の
１
市
５
町
で
平
成
29
年
１
月
に
協
定
を
締
結
。
様
々
な
広
域
的
取
組
み
を
行
う
市

町
村
の
こ
と
。

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
の
推
進

⇒
地
域
お
こ
し
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
隊
員
の
自
立
・
定
住
に
つ
な
が
る
方
法
の

検
討
を
行
い
ま
す
。

④
廃
校
の
利
活
用
の
推
進  

⇒
関
係
部
署
と
の
連
携
に
よ
り
、
廃
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
検
討
し
、
定
住
化
に
つ

な
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
　
最
重
点
・
重
点
施
策

１
．
健
康
づ
く
り
の
推
進

２
．
防
災
対
策
の
推
進

３
．
循
環
型
社
会
の
形
成

１
．
子
育
て
支
援
の
充
実

２
．
農
業
の
振
興

３
．
観
光
の
振
興

４
．
学
校
教
育
の
充
実

５
．
定
住
化
の
促
進

お
問
い
合
せ
先

総
合
政
策
室
　
担
当
：
瀬
島
・
竹
井
　
電
話（
０
８
６
８
）５
４-

２
９
８
３
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